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紀南河川国道事務所

平成３０年３月２７日

資 料

平成２９年台風第２１号による
市田川での内水浸水の要因と対策



機密性２情報
出水概要（降雨）

■降雨の状況（新宮地域気象観測所：気象庁）

○新宮地域気象観測所（気象庁）では、観測史上最大となる総雨量８９３．５mmを記録した。

■雨量分布図（10/20 12時～23日12時）気象庁HPより
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紀伊半島の南東地域
に特に降雨が集中した
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機密性２情報

平成２９年１０月台風２１号

床上浸水

床下浸水

店　　舗

非住家

直轄管理区間

昭和５７年８月 平成９年７月 平成２９年１０月

実績 実績 実績

国 - 【ポンプ容量10㎥/s】
【ポンプ容量17.1㎥/s】

（+7.1㎥/s）

和歌山県 - 【ポンプ容量10㎥/s】 【ポンプ容量10㎥/s】

新宮市 - 【ポンプ容量2.7㎥/s】 【ポンプ容量2.7㎥/s】

雨量
時間雨量 15㎜ 24㎜ 74㎜

１２時間雨量 87㎜ 169㎜ 463㎜

浸水戸数
床上浸水 521戸 104戸 615戸

床下浸水 1934戸 997戸 507戸

■過去の主要浸水被害状況

平成９年

H9
浸水区域 47ha
床下浸水家屋 997戸
床上浸水家屋 104戸

凡例
被災年

昭和５７年

S57
浸水区域 94ha
床下浸水家屋 1,934戸
床上浸水家屋 521戸

被災年
凡例

浸水状況（内水）

浸水状況（内水）

痕跡調査実施状況
（堤内地左岸0.9ｋ付近）

浸水状況（内水）

出水状況
（右岸0.8ｋ付近）

浸水被害概要
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機密性２情報
要因分析の流れ

シミュレーションモデルの構築

○地形データの入手
○河川（幅・深さ・勾配）
管理施設（水門・樋門）
などの基本情報をデータ化

再現計算による確認
○ 当時の雨を再現し、計算上の
浸水範囲と実際の浸水範囲が
どの程度整合するかを確認

要因の仮定・分析
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機密性２情報
内水シミュレーションモデルの構築

○ 5mメッシュによる平均地盤高を作成し、河川、水路網・樋門施設などを詳細にモデル化
○ 計算上の浸水範囲と実際の浸水範囲を比較し、再現性を確認

解析モデルの概要
① 解析メッシュ

メッシュサイズ：5m
底面粗度、建物占有率、透過率を設定

既往検討で使われたメッシュであり、市田川（国管理区間）
は河床高を反映したメッシュとしてモデル化。

② 氾濫原の解析手法：平面二次元不定流解析

③ 緊急・応急ポンプ：堤内地メッシュから市田川のメッシュへ排
水するように設定

解析条件
① 外水位：熊野川の実績水位を与える。
② 降雨：実績降雨量（10分雨量）を解析メッシュに与える。
③ 施設：市田川水門および市田川排水機場は、既往のシミュレー
ション結果より排水機場の稼働の有無によらず市田川の水位が
ほとんど変わらなかったことから、市田川水門は開放、市田川
排水機場は稼働しない設定とした。

現時点の解析モデルでできること
解析メッシュに降雨を与えるため、内水氾濫を表現することが
できる。

緊急・応急ポンプのモデル化により、ポンプの能力不足による
氾濫を表現できる。
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機密性２情報
内水シミュレーションモデルの構築

○河川・水路網・樋門施設を計算モデルに取り込む

凡 例

河川
水路網
ポンプ
水門・排水機場
樋門
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機密性２情報

○再現計算による浸水範囲及び浸水深は、概ね新宮市調査の結果と一致している。

再現検証 最大浸水深

＊：数字は実績浸水深（新宮市による聞き取り調査） 7



機密性２情報
シミュレーションモデルの再現結果
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※実績の最大浸水深は、新宮市
による聞き取り調査の結果
に基づく。

再現計算結果（最大浸水深図）

凡　例

［浸水深］

 0.10m～0.30m未満

 0.30m～0.50m未満

 0.50m～1.00m未満

 1.00m～3.00m未満

 3.00m～5.00m未満

 5.00m～10.0m未満

10.00m以上

浸水実績範囲

＜浸水発生の要因を仮定＞

①市田川の水位の状況確認

②雨水排水路の能力の確認

③排水ポンプ能力の確認

8

シミュレーションモデルによる再現結果と
当時の浸水範囲が概ね一致している

＜浸水発生箇所の特徴＞

①市田川周辺
②雨水排水路周辺



機密性２情報
内水閉鎖時間降雨

○ あけぼの外水位T.P.+3.0m以上の内水時間帯の新宮雨量をS48からH29まで整理した。
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開始 終了

1 S49.7.7 9:00 S49.7.8 3:00 66.0 8

2 S55.9.10 16:00 S55.9.11 6:00 5.0 21

3 S57.7.25 11:00 S57.7.25 17:00 51.0 9

4 S57.8.1 18:00 S57.8.2 13:00 49.0 11

5 S57.8.27 14:00 S57.8.28 6:00 13.0 18

6 S57.11.30 7:00 S57.11.30 12:00 0.0 27

7 S58.8.17 3:00 S58.8.17 6:00 1.0 25

8 S59.7.29 13:00 S59.7.30 2:00 30.0 15

9 S60.6.30 20:00 S60.7.1 12:00 31.0 14

10 S62.10.16 23:00 S62.10.17 1:00 3.0 23

11 S63.6.3 8:00 S63.6.3 9:00 6.0 19

12 H2.9.19 19:00 H2.9.19 23:00 50.0 10

13 H6.9.29 14:00 H6.9.30 2:00 104.0 3

14 H9.6.20 6:00 H9.6.20 9:00 36.0 13

15 H9.7.26 11:00 H9.7.26 18:00 100.0 4

16 H10.9.22 15:00 H10.9.22 18:00 6.0 19

17 H12.9.11 20:00 H12.9.11 23:00 26.0 16

18 H13.6.20 10:00 H13.6.20 10:00 0.0 27

19 H15.5.31 4:00 H15.5.31 5:00 44.0 12

20 H16.10.20 18:00 H16.10.20 22:00 4.0 22

21 H17.9.6 16:00 H17.9.6 23:00 2.0 24

22 H18.2.26 16:00 H18.2.26 16:00 1.0 25

23 H19.7.14 20:00 H19.7.15 7:00 80.0 7

24 H21.10.7 21:00 H21.10.8 7:00 108.5 2

25 H23.6.11 16:00 H23.6.11 16:00 0.0 27

26 H23.7.19 7:00 H23.7.19 12:00 83.0 6

27 H24.9.30 18:00 H24.9.30 19:00 0.0 27

28 H27.7.16 18:00 H27.7.17 7:00 95.0 5

29 H29.8.7 15:00 H29.8.7 15:00 13.5 17

30 H29.10.22 18:00 H29.10.23 1:00 346.5 1

No.
あけぼの外水位T.P+3.0m超過 雨量

(mm)
順位

内水閉鎖時間降雨量

内水閉鎖時間降雨量

熊野川の水位が高い状態での新宮市街地
への降雨量が突出している。



機密性２情報
市田川と熊野川の水位
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平成２９年１０月２１日～２３日 台風２１号 新宮地域気象観測所データ

平成29年10月洪水（台風第21号）時の水位

○市田川は 計画高水位（4.1m）を上回るような高い水位であった。
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市田川のピーク

熊野川のピーク市田川計画高水位 4.1m



機密性２情報
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実績再現計算による都市下水路からの氾濫
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※平面二次元モデルによる氾濫解析結果
計算条件：市樋門：内外水位差で開閉

市ポンプ：樋門閉鎖時稼働

水路が溢れ始める
（10/22 17:00）

○平成29年台風21号出水時には、10/22 17時頃に溢れ始める。
⇒そのときの降雨量は、総雨量で約４０mm程度であったと想定

総雨量 約40mm



機密性２情報
ポンプの排水能力

■市田川沿川には、新宮市が設置しているポンプが10基あり、これらのポンプ能力の合計は2.72m3/sである。
■今回の出水では、市田川の水位が上昇し、樋門を閉めポンプを稼働させたが、2.72m3/sで排出可能な降雨量は約10.7mm/hrである。
■平成29年10月台風21号時の1時間最大雨量（気象庁）は74.5mmであり、現況のポンプ容量では排出できなくなる。

12

■位置図

(県)

1(市)

2(市)

3(市)

4(市)

5(市)6(市)

7(市)8(市)

9(市)

10(市)

■市田川内水対策ポンプ
２．王子第４樋門（市）
（市田川右岸0.7k）

３．王子第１樋門（国）
（市田川左岸0.9k）

４．市田樋門（市）
（市田川左岸1.3k）

９．野田樋門（市）
（市田川左岸1.7k）

王子第１樋門の応急ポンプ（8m3/m）

野田樋門の緊急ポンプ（0.45m3/s）市田樋門の緊急ポンプ（8m3/m）

王子第４樋門の応急ポンプ（12m3/m）

H29T21水位

ＨＷＬ

H29T21水位

ＨＷＬ

H29T21水位
ＨＷＬ

H29T21水位

ＨＷＬ

■ポンプ施設一覧表（県・市）
番号 施設名（管理者） ポンプ種別（管理者） ポンプ能力 設置年度 備考

１ 市田川第１樋門（市） 緊急ポンプ（市） 0.44㎥/s 平成９年10月 常時設置

２ 王子第４樋門（市） 応急ポンプ（市） 0.40㎥/s 平成９年10月 常時設置

３ 王子第１樋門（国） 応急ポンプ（市） 0.13㎥/s 平成９年10月 常時設置

４ 王子第３樋門（市） 応急ポンプ（市） 0.13㎥/s 平成９年10月 常時設置

５ 王子第２樋門（国） 応急ポンプ（市） 0.13㎥/s 平成９年10月 常時設置

６ 市田樋門（市） 応急ポンプ（市） 0.13㎥/s 平成９年10月 常時設置

７ 田鶴原樋管（市） 応急ポンプ（市） 0.20㎥/s 平成９年10月 常時設置

８ 旭町樋門（市） 応急ポンプ（市） 0.13㎥/s 平成９年10月 常時設置

９ 野田樋門（市） 緊急ポンプ（市） 0.90㎥/s 平成９年10月 常時設置

１０ 丸山樋門（市） 応急ポンプ（市） 0.13㎥/s － 必要に応じ設置

合計：2.72m3/s⇒このポンプ容量で排出可能な雨量は約10.7mm/hr （ポンプの集水面積分割をしない簡易的な計算による）

＜ポンプの能力＞※簡易的な計算結果
樋門を閉めてポンプのみで市田川へ排出する場合

○時間雨量 １０mm程度を超えると、ポンプ
による排出能力を超える。
○市田川の水位が下がらないと自然流下出
来ない。



機密性２情報
内水浸水の要因と分析まとめ

＜台風第21号の降雨＞
・新宮地域気象観測所で観測史上最大の降雨 総雨量 約900mm
・時間最大70mm以上の降雨を記録
⇒熊野川本川の水位が高い時間に新宮市域に集中する特異な降雨であった。
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■市田川の水位が高い
・熊野川の水位のピークと市田川の降雨のピークが重なった

■都市下水路の能力超過
・総雨量40ｍｍ程度で溢れ始めたと想定。（平成29年台風21号の総雨量約900mm）

■ポンプ施設の能力超過
・強制排水能力は10mm/h換算程度。（平成29年台風21号の時間最大雨量約70mm
以上）

内水浸水の発生要因



機密性２情報
対策について

14

■市田川の水位が高い

■雨水排水路の能力超過

■ポンプ施設の能力超過

内水浸水の発生要因 今後考え得る対策（中長期）

水位を下げる対策

能力向上、ポンプ増強など

ただちに着手するもの

■水位を下げる対策 ⇒ ・熊野川の掘削、排水ポンプ車の配備
■雨水排水路、ポンプ施設 ⇒ ・応急ポンプの設置、水防資機材の導入

（併せて補助ポンプの設置、流下円滑化対策に着手）

その他、内水浸水発生に繋がるような情報を各機関で事前に共有（ソフト施策）

について、検討を進める
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市田川流域

Ｈ２９Ｔ２１浸水範囲（内水）

河口付近の掘削

熊野川

市田川

浸水状況（内水）

浸水状況（内水）

直ちに取りかかる対策＜国交省＞

15

熊野川河口部の掘削により
熊野川・市田川の水位を下げる
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浮島川排水機場

直ちに取りかかる対策＜県＞

その他
⇒ クランク部の緩和（流下の円滑化）について検討

浮島川上流部
⇒ 水防機材（可搬式エンジンポンプ）の導入

浮島川排水機場
⇒ 既設ポンプ２基の内１基をオーバーホール中

（次期出水期までに完了予定）
補助ポンプ増設による操作性向上・間欠運転の緩和

16
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直ちに取りかかる対策＜県＞

17
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【参考】
・今次の内水被害を踏まえ、新宮市では今後の出水期までの応急対策として、０．４９m3/s分の能力増強をH30年度中に図る予定

＜新宮市応急ポンプ設置候補地＞

【応急ポンプ増強】
①旭町樋門 １４ｔ／ｍ（０．２３ｔ／ｓ）
②市田樋門 ８ｔ／ｍ（０．１３ｔ／ｓ）
③王子第２樋門 ８ｔ／ｍ（０．１３ｔ／ｓ）

王子第2樋門

市田樋門

旭町樋門

18

直ちに取りかかる対策＜市＞
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今後のスケジュール（内水対策の進め方）

内水対策
計 画

事業計画

対策実施

応急的な
対 策

立案

策定

市田川大規模内水対策部会

各機関（国・県・市）における事業計画

19

●過去の洪水と今回の洪水の雨の降り方等を踏まえ、市田川の内水対策の検討を行
う。

●事業化にあたっては各機関において事業計画への位置づけを行うとともに、事業
計画策定までの間、応急的な対策（直ちに取りかかる対策）について検討・実施を行
う。
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市田川・浮島川の概要と管理施設について



機密性２情報
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市田川排水機場
・１号ポンプ
・２号ポンプ
・水中ポンプ

あけぼの外水位
観測所

あけぼの内水位
観測所

市田川排水機場
・３号ポンプ

市田川水門

平成29年10月台風21号時における市田川水門及び市田川排水機場の操作状況

位置図

下田水位観測所（2.0k）
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２. 市田川水門・排水機場

平常時 洪水時初期②

熊野川水位が高い洪水期間中は、ポンプ排水を継続す
る。

熊野川の水位が低い時は、水門を全開し、市
田川の水は熊野川に流れる。

洪水の発生に伴い、熊野川の水位が上昇。市
田川への逆流を確認して水門閉鎖・ポンプ排
水を開始する。

市田川水門

市田川

市田川水門

市田川

ポンプ排水 市田川排水機場

市田川水門

市田川

洪水時③
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水
位

１０月２２日 １０月２３日

最大 ２２：２０ ４．４９ｍ

最大 ２２：１０ ４．１５ｍ

最大 ２２：１０ ４．０６ｍ

計画高水位 4.00m

下田水位観測所（市田川2.0k）
あけぼの内水位（市田川水門地点 市田川水位）

あけぼの外水位（市田川水門地点 熊野川本川水位）

下田水位観測所

あけぼの内水位

(市田川水位)
あけぼの外水位

(熊野川水位)

市田川水門操作開始水位 2.50m

⑪５：１０ 水中ポンプ停止

５：１５ ３号ポンプ停止

５：４０ 排水ポンプ車による排水作業完了

市田川の水位がポンプ停止水位（2.0m）以下

となったため、ポンプを停止。

現況堤防高最低箇所

4.58m（T.P.4.69m）

⑥１９：００ ３号ポンプを再運転するが停止。

3号ポンプが停止したため、排水ポンプ車

（0.5m3/s）による排水の準備を開始

③１７：５０ 水門 全閉完了

■市田川排水機場排水能力

・１号ポンプ ５．０m3/s
・２号ポンプ ５．０m3/s
・３号ポンプ ５．１m3/s
・水中号ポンプ ２．０m3/s

計 １７．１m3/s

⑧２０：５０ ３号ポンプ運転開始

※保護機能が働いていたため、解除し

、運転開始。

①１７：３５ 水門 閉操作開始

熊野川の水位が水門操作水位（2.50m）を超え、熊野川

からの逆流が始まったため、水門の閉鎖を開始

②１７：４５ ３号ポンプ運転開始・停止

水門の閉鎖に伴い、操作要領に基づき３号

ポンプから運転を開始したが、停止。

※原因究明を実施。

⑦１９：２０ 水門 開操作

市田川の水位がさらに上昇したため、水門を

河床から２ｍまで上昇させる。

市田川排水機場ポンプ停止水位 2.00m

⑩３：５０ １号・２号ポンプ停止

ポンプ吸い込み口部の水位低下により、空気

を吸い込んだため、運転停止。

⑫５：１０水門 全開操作開始

５：２５水門 全開完了

ポンプを停止し、熊野川の水位が水門操作

水位（2.5m）を下回ったため、水門を全開。

④１７：５０ 水中ポンプ運転開始

１８：０５ １号ポンプ運転開始

１８：１５ ２号ポンプ運転開始

※ポンプの性能上、1台ずつ運転を開始。

※計１２m3/sの排水を行う。

■市田川水門・排水機場の操作方法

熊野川水位が2.50m以上のとき
・熊野川から逆流が始まったときに水門を全閉。

・水門の全閉が完了したときに、ポンプの運転を開始。

・ポンプ運転中、市田川水位が2.0m以下になったとき、
ポンプを停止。

・市田川の水位が熊野川水位より高くなったとき、ポン

プを停止し、水門を全開。

ポンプ停止中、熊野川の水位が2.70m未満のとき
・市田川の水位が熊野川水位より高くなったとき水門

を全開

※保護機能

ポンプからの水の流れを確認でき

ないときに強制的に停止させる機能

⑨２１：００ 排水ポンプ車（0.5m3/s）の運転

開始

※排水機場（17.1m3/s）＋排水ポンプ

車（0.5m3/s）により毎秒17.6m3を排水

⑤１８：００ 水門 開操作

市田川の水位が急激に上昇し、熊野川の水位

より高くなったため、水門を開けて水位を低下

させる。再び熊野川からの逆流の可能性があ

ったため、水門を河床から１ｍ上昇させる。

0

20

40

60

80

新宮雨量観測所（気象庁） ※10月22日16時～23日6時

２２：００ ６６mm/hr（時間雨量最大）

総雨量 ８９３．５mm

全開 全閉 １ｍ上昇 ２ｍまで上昇 全開
水門操作

３号ポンプ停止 ３号ポンプ運転

水中・１号・２号ポンプ運転ポンプ操作 ※ポンプ運転車運転（21:00～5:40）
23

新宮地域気象観測所（気象庁）

市田川水門・市田川排水機場の操作状況

（T.P. 4.11m）
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（１）ポンプ運転体制開始時

（２）ポンプ１台運転開始時

（３）ポンプ２台運転開始時

（４）内外水位差監視時

＜浮島川の概要＞
【浮島川】

延 長：９００ｍ
流域面積：０．５０３ｋ㎡
計画流量：１９㎥／ｓ

【浮島川排水機場】
主ポンプの規模：排水能力 ５㎥／ｓ×２基（１０㎥／ｓ）

口 径 １，５００mm
実 揚 程 ２．８９m

排水水門の規模：形 式 鋼製ローラーゲート×１門
規 模 幅４．９０ｍ×高４．９０ｍ

＜機場等の操作の方法＞
ポンプ運転体制時における機場等の操作は次の手順で行う。

ポンプの運転体制開始時には水門
の開度を1.5mにする。

市田川水位が浮島川水位より高く、
かつT.P+3.00m以上となった場
合、水門を全開し、ポンプを1台
運転開始する。

浮島川水位がT.P+3.50mより高
くなった場合は、ポンプを2台運
転開始する。

浮島川水位が市田川水位より
10cm高くなった場合、速やかに
水門の開度を1.5mにする。

市田川の水位が高くなった場合は、市田川下流の浸水状況と内水位の状
況を勘案してポンプ運転を行うかどうか判断します。
外水位がT.P+4.89mに達したときはポンプ運転を停止し、内水位の状況
に応じて水門の操作をします。

開度1.5m

ゲ
ー
ト

ゲ
ー
ト

ゲ
ー
ト

ゲ
ー
ト

市田川水位＞浮島川水位

市田川
浮島川
T.P+3.00m以上

市田川水位＞浮島川水位

市田川
浮島川
T.P+3.50m以上

市田川水位＞浮島川水位

市田川

浮島川

10cm以上

1.5m

浮島川の概要

24
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浮島川の概要

25
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浮島川の概要

浮島ポンプ現地写真

現在の対応状況

ポンプのオーバーホール中
・ポンプを分解し、原因を確定・除去（原因部品、劣化部品の交換）

⇒ 次期出水期までに完了予定

ポンプ構造図

吸込

吐出

コンクリート盤面

潤滑水流入
（主軸の冷却）

ポンプ停止の原因
①保護管の破損？

↓
ポンプ排出水が逆流入

↓
潤滑水の流下阻害

↓
センサー感知、停止

ポンプ停止の原因
②シール材の劣化？
③異物の付着？

↓
潤滑水の流出阻害

↓
センサー感知、停止

主軸

保護管

26
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操作の影響について
① 市田川排水機場の3号ポンプの停止
② 市田川水門の半開操作
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水門閉鎖、ポンプ排水

ポンプ排水

水門全閉

市田川の
水位上昇

市田川熊野川

ポンプ停止

熊野川へ流下 熊野川の水位が上昇し、逆流

水門閉鎖、ポンプ排水

ポンプ排水

水門全開 水門全開

水門全閉

操作状況
①～④

熊野川の
水位上昇

ポンプ停止

１ ２

３ ４

操作状況
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水門開操作（２ｍ上昇）

水門上昇
７

操作状況
⑩～⑪

ポンプ停止

市田川熊野川

ポンプ停止

熊野川へ流下

水門全開
８

操作状況
⑫

水門開操作（１ｍ上昇） 水門開操作（２ｍ上昇）

水門上昇 水門上昇

ポンプ排水 ポンプ排水

６

操作状況
⑤～⑥

操作状況
⑦～⑨

５

ポンプ停止

操作状況
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下田水位観測所

あけぼの内水位
観測所

最高水位時の水位（下田）

0.6cm低下

最高水位時の水位（あけぼの（内））

なし

※実績操作とは、H29.10月台風21号時と同様の
水門及びポンプの操作

■施設の操作条件

3号ポンプ稼働 3号ポンプ稼働（実績）

水中・１号・2号ポンプ稼働（実績）

水門
1m上昇
（実績）

水門
2mまで上昇（実績）

水門
全開（実績）

水門
全開
（実績）

水門 全閉（実績）

30

実績を再現したシミュレーション結果と、３号ポンプが稼働していた場合のシミュレーション結果を比較。
３号ポンプが稼働していた場合、最高水位時において、あけぼの内水位観測所では水位低下無し、下田水位観測所では0.6cm低下する結果となっ
た。

実績再現
シミュレーション

３号ポンプが稼働して
いた場合のシミュレー

ション

水門 実績操作 実績操作

ポンプ 実績操作 実績操作に加え、運
転停止していた３号ポ

ンプは稼働

①３号ポンプが稼働していた場合のシミュレーション結果



機密性２情報

実績を再現したシミュレーション結果と、水門を全開させた場合のシミュレーション結果を比較。
水門を全開していた場合、最高水位時において、あけぼの内水位観測所では2.3cm低下し、下田水位観測所では2.5cm低下する結果となった。

下田水位観測所

最高水位時の水位（下田）

2.5cm低下

最高水位時の水位（あけぼの（内））

2.3cm低下

※実績操作とは、H29.10月台風21号時と同様の
水門及びポンプの操作

■施設の操作条件

あけぼの内水位
観測所

3号ポンプ停止（実績） 3号ポンプ稼働（実績）

水中・１号・2号ポンプ稼働（実績）

水門
全開（実績）

水門
全開
（実績）

水門 全閉（実績）

水門
全開

実績再現
シミュレーション

水門を全開させた場
合のシミュレーション

水門 実績操作 全開
※22日18時までは

実績操作

ポンプ 実績操作 実績操作

②水門を全開していた場合のシミュレーション結果
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機密性２情報
市田川排水機場の3号ポンプ停止の影響

■解析結果：実績再現・3号ポンプが稼動のケースの浸水位

■解析条件
▼解析手法：モデルにて解析
区域毎に流入量が排水量を上回る場合には区域に水が貯まる。

▼モデル概要
① 設定

既往検討の流域分割をもとに、市田川の国管理区間の
左右岸に計4つの区域を設定。
既往検討で使われた5mメッシュをもとに、各区域の水位と流速
の関係性を数式化。

② 緊急・応急ポンプの設定：ポンプ能力を最大値として、
降雨量を排水する。

③ 市田川の水位を外水位として与える。

■モデルのイメージ

区域No.1

区域No.2
区域No.3

区域No.4

降雨の流入

ポンプ排水
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機密性２情報
市田川排水機場の3号ポンプ停止の影響

○3号ポンプが稼働していた場合、浸水深が 0.1cm 低下したと推定

■解析結果：実績再現・3号ポンプが稼動のケースの浸水位
■解析条件
▼解析手法：ポンドモデルにて解析
氾濫原をポンド（池）に見立て、流入量が排水量を上回る場合には区域に水

が貯まる。
▼ポンドモデル概要
① ポンド（区域）の設定

既往検討の流域分割をもとに、市田川の国管理区間の左右岸に計4つの区
域を設定。
既往検討で使われた5mメッシュをもとに、各区域の水位と流速の関係性
を数式化。

② 緊急・応急ポンプの設定：ポンプ能力を最大値として、区域への降雨量を
排水する。

③ 市田川の水位を外水位として与える。

■平面図（モデル範囲等）
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池No.3

池No.4

樋門閉

最低地盤高 T.P.3.2m

最低地盤高 T.P.3.2m

最低地盤高 T.P.3.2m

最低地盤高 T.P.4.0m

■最高水位
・実績再現：TP+4.640m
・3号ポンプ稼働： TP+4.639m ⇒水位差0.1cm

■最高水位
・実績再現：TP+4.660m
・3号ポンプ稼働： TP+4.660m⇒水位差なし

■最高水位
・実績再現：TP+4.818m
・3号ポンプ稼働： TP+4.817m ⇒水位差0.1cm

■最高水位
・実績再現：TP+4.605m
・3号ポンプ稼働： TP+4.605m ⇒水位差なし
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■モデルのイメージ

降雨の流入

ポンプ排水

区域２

区域３

区域４

区域１

区域２
区域３

区域４

区域１



機密性２情報
市田川水門が半開操作だった場合の影響

○市田川水門を全開した場合は浸水深が0.3cm低下したと推定。

■解析結果：実績再現・水門を全開のケースの浸水位
■解析条件
▼解析手法：ポンドモデルにて解析
氾濫原をポンド（区域）に見立て、流入量が排水量を上回る場合には区域に

水が貯まる。
▼ポンドモデル概要
① ポンド（区域）の設定

既往検討の流域分割をもとに、市田川の国管理区間の左右岸に計4つの区
域を設定。
既往検討で使われた5mメッシュをもとに、各区域の水位と流速の関係性
を数式化。緊急・応急ポンプの設定：ポンプ能力を最大値として、区域へ
の降雨量を排水する。

② 市田川の水位を外水位として与える。

■平面図（モデル範囲等）
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最低地盤高 T.P.3.2m

最低地盤高 T.P.3.2m

最低地盤高 T.P.4.0m

■最高水位
・実績再現：TP+4.640m
・水門全開： TP+4.637m ⇒水位差0.3cm

■最高水位
・実績再現：TP+4.660m
・水門全開： TP+4.659m ⇒水位0.1cm

■最高水位
・実績再現：TP+4.818m
・水門全開： TP+4.816m⇒水位0.2cm

■最高水位
・実績再現：TP+4.605m
・水門全開： TP+4.604m⇒水位0.1cm
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■モデルのイメージ

降雨の流入

ポンプ排水

区域１

区域２

区域３

区域４

区域１

区域２
区域３

区域４



機密性２情報

シミュレーションの結果

① 市田川排水機場の3号ポンプの停止
市田川の水位への影響は 0.6cm
浸水深への影響は 0.1cm

② 市田川水門の半開操作
市田川の水位への影響は 2.5cm
浸水深への影響は 0.3cm
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